
 

 

 

 

          

 

 

 
聞く力について ～コミュニケーション力とは聞く力～ 

校長  芳 賀 重 紀  
 

 ほとんどの人は、コミュニケーション力とは、「話す力」だと思っています。しかし、コミ
ュニケーション力で一番大切なのは、「聞く力」で、人生を生き抜くための重要なスキルだそ
うです。聞く力とは、相手を理解する力で、話の内容を理解して、相手を理解・共感すること
です。人間関係のトラブルは、自分の話を相手が理解したり・共感したりしてもらえないと感
じた時に発生します。また、自分に良いことがあった時に、誰も聞いてくれないと感じたとき
に孤独を感じるそうです。また、会社で部下から「相談があるんですけど」と言われると、自
分が経験してきた自負から「アドバイスをしてやろう」と思って聞くと失敗するそうです。 
親子関係でも同じことが言えます。親は、自分の子どものことを誰よりも分かっているとい

う先入観があり、上から目線で話を聞くと、話の途中で口を挟んだり、解釈を加えたりしてし
まいがちです。今回は、「聞く力」について、お知らせいたします。 

 
＜ 聞き方の基本 ＞ 
・表情   ← 笑顔を先出しした後で、相手の話に合わせた表情にする。  
・うなずき ← 弱（通常）・中（相手が強く話す）・強（自分が納得したら）の三段階 
・姿勢   ← 前傾姿勢 相手の方にへそを向ける  
・笑い   ← 相手の話で一緒に笑う（相手を肯定するMAXの方法） 
・感嘆称賛 ← 感嘆「おー！」「えー！」と表情 ←とても大事 称賛「すごいね」 
 
＜ やってはいけない聞き方 ＞ 
・否定する ← × コミュニケーションのつもりでも× 

改善策   ○ 意見が違っても「いいね！」から始める 話を肯定して安心感を  
 
・運転する（アクセル ブレーキ ハンドル） 

     × 話を急かす 話を止める 話題を変える（不愉快な気持ち）  
  改善策   ○ 人は自分が話をしたい生き物 口を挟まず最後まで話を聞く 
 
・解決する ← × こうしたら解決するよ このようにしなさい  
  改善策 ← ○ 大変でしたね。あなたは、どうなったらうれしい 
    

 やっては、いけない聞き方の中で、解決するというのがあり、みなさんも驚かれたことと思
います。私も困っているだったら、アドバイスをするのは当然だし、ほっておけないので「自
分だったら」という話をすると思います。しかし、先ほど紹介した事例で、会社で部下から相
談されて、アドバイスをしてやろうと話をして失敗した例がありました。良いお悩み相談とは
聞く人が答えを出さない相談だそうです。人は、自分で見つけた答えにしか納得しないそうで
す。解決案を出したところで、うまく人の話を聞くことは、内容を聞くことではなく、感情を
聞くことだそうです。 
私も妻の話を聞いていて、「聞いているの」と言われ、「聞いているよ」「○○のことでし

ょ。」と内容を繰り返したことがあります。そうすると、「聞いているんだったらその聞き方
はないんじゃない。」と言われたことがあります。普通に聞いていたのに何だろう？？？ 
つまり、妻は内容を理解してもらおうと思っていたのではなく、話に共感して、適切なリアク
ションを取って欲しかったのです。 
今回は、聞く力について、話してきましたが、一番大切なのは、テクニックではなく、相手

に対して聞いてあげたいなという気持ちだそうです。人間は感情の生き物です。 

  

教育目標 しっかり学ぶ子 思いやりのある子 粘り強い子 

重点目標 学んだことを生かす子の育成 

キーワード  わかる気  その気  できる気 
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                ３学期もさまざまな行事がありました。子どもたちは、

これらの体験を通し、多くのことを学んでいます。 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１日（水）児童会 

３日（金）クロスカントリーハイキング 

６日（月）2計測 

７日（火）2計測 

８日（水）2計測 

９日（木）職員会議 

１０日（金）6 年生を送る会 なかよし号 

      参観日 PTA 全体会議 

１５日（水）児童会 

１８日（土）卒業式 

２０日（月）振替休業 

２１日（火）春分の日 

２３日（木）修了式・離任式 

２４日（金）春休み開始 

（４月６日 新学期、入学式） 

行事予定 

 浅茅野小学校PTAでは、地域の皆様にご協力いただき、年に２回の廃品回収を実施してきました。

その収益は、子どもたちの教育活動の充実を図るために使わせていただいています。しかしながら、 

児童数の減少に伴い、保護者数も減少し、今までのように浅茅野地区全戸を回っての廃品回収の実施が

難しくなりました。また、廃品回収を実施する意義についてもＰＴＡ会議などで、何度も協議を重ねて 

きました。その結果、令和５年度より、廃品回収は実施しないことにしました。地域の皆様におかれ 

ましては、今までご協力いただいたことに心より感謝申し上げます。毎年のことなので、段ボール等 

をストックしている方もいらっしゃるとは思いますが、廃品回収の廃止について、ご理解いただきた 

くお知らせいたします。今後とも本校のPTA活動にご協力・ご支援をお願いいたします。 

 

２月の行事 

節分集会 

バイキング給食 

クロスカントリースキー 

浅茅野小の特色ある教育活動の１つであるク

ロスカントリースキー授業が行われています。

高学年は慣れたもので、きれいなスケーティン

グでさっそうと森の中をかけていき、下級生に

そのコツを教えました。初めての１年生も、転

んでは起き、転んでは起きしながら、楽しそう

に取り組んでいます。 

PTA 廃品回収廃止のお知らせ 

 2 月 3 日に毎年恒例の節分集会を行い 

ました。今までの自分を見つめ返し、自分 

が見直したい部分を『メディア見すぎ鬼』 

『二度寝鬼』など鬼に見立てて絵を描い 

て、鬼は外、福は内、と豆まきをしました。 

 

 2月 17日にバイキング給食がありました。 

給食センターの方々にたくさんのおいしい料 

理を用意していただき、子どもたちは楽しく、                    

おいしいひとときを過ごしました。一番人気

のメニューは、ピザでした。 

  

 


